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陸
自
東
北
方
面
後
方
支
援
隊

（
隊
長
・
尼
子
将
之
１
等
陸
佐
）

は
７
月
１
日
か
ら
８
日
の
間
、

王
城
寺
原
演
習
場
に
お
い
て
第

２
回
方
面
総
監
直
轄
部
隊
訓
練

検
閲
を
受
け
ま
し
た
。

隊
長
は
「
先
行
性
・
融
通
性
・

強
靭
性
・
効
率
性
あ
る
兵
站
活

動
」
と
「
安
全
管
理
お
よ
び
健

康
管
理
」
を
掲
げ
、
訓
練
に
臨

み
ま
し
た
。
第
１
０
２
補
給
大

隊
と
第
３
０
１
弾
薬
中
隊
で
は
、

即
応
予
備
自
衛
官
も
常
備
隊
員

と
共
に
参
加
し
、
日
頃
の
訓
練

の
成
果
を
発
揮
し
ま
し
た
。

厳
し
い
暑
さ
や
降
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
全
隊
員
は
自
身
の

任
務
を
理
解
し
、
一
丸
と
な
っ

て
支
援
任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

訓
練
を
終
え
た
即
応
予
備
自

衛
官
は
「
夜
間
の
ド
ラ
ム
缶
で

の
燃
料
交
付
は
、
ぬ
か
る
み
に

足
を
取
ら
れ
た
り
、
眠
気
に
襲

わ
れ
た
り
と
過
酷
で
し
た
が
、

常
備
自
衛
官
と
協
力
し
て
事
故

な
く
任
務
を
遂
行
で
き
、
達
成

感
が
あ
り
ま
し
た
」
と
振
り
返

り
ま
し
た
。

東東
北北
方方
面面
後後
方方
支支
援援
隊隊
のの
訓訓
練練
検検
閲閲
完完
了了

即即
応応
予予
備備
自自
衛衛
官官
もも
参参
加加
しし
任任
務務
をを
完完
遂遂

弘 前
（青森県）

燃料交付作業

陸
自
第
14
旅
団
（
旅
団
長
・

大
場
剛
陸
将
補
）
は
７
月
中
旬

に
あ
い
ば
野
演
習
場
（
滋
賀
県
）

お
よ
び
、
矢
臼
別
演
習
場
（
北

海
道
）
で
行
わ
れ
た
令
和
６
年

度
米
陸
軍
と
の
実
動
訓
練
「
オ

リ
エ
ン
ト
・
シ
ー
ル
ド
24
」
を

担
当
し
ま
し
た
。

あ
い
ば
野
演
習
場
で
は
、
第

15
即
応
機
動
連
隊
（
徳
淵
文
雄

１
等
陸
佐
）
、
第
14
後
方
支
援

隊
（
佐
藤
欣
央
１
等
陸
佐
）
、

第
14
飛
行
隊
（
池
水
俊
二
２
等

陸
佐
）
が
中
心
と
な
り
、
ヘ
リ

ボ
ー
ン
作
戦
や
市
街
地
戦
闘
、

衛
生
救
護
、
兵
站
輸
送
な
ど
の

機
能
別
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
状
況
に
応
じ
た
共
同

戦
闘
訓
練
や
シ
ナ
リ
オ
に
基
づ

く
共
同
戦
闘
射
撃
訓
練
も
行
い
、

米
陸
軍
と
の
認
識
を
共
有
し
、

共
同
作
戦
時
の
連
携
強
化
を
図

り
ま
し
た
。

一
方
、
矢
臼
別
演
習
場
で
は

中
部
方
面
特
科
連
隊
第
４
大
隊

（
谷
川
維
孝
２
等
陸
佐
）
と
第

実実
動動
訓訓
練練
「「
オオ
リリ
エエ
ンン
トト
・・
シシ
ーー
ルル
ドド
2244
」」
をを
実実
施施

矢矢
臼臼
別別
演演
習習
場場
でで
日日
米米
のの
連連
携携
をを
強強
化化

善通寺
（香川県）

米ＣＨ－４７からの日米合同へリボーン

14
情
報
隊
（
濱
田
安
彦
２
等
陸

佐
）
が
参
加
し
、
砲
兵
部
隊
に

よ
る
実
弾
射
撃
訓
練
を
実
施
。

陸
上
自
衛
隊
の
Ｆ
Ｈ
―
70
や
米

陸
軍
・
米
海
兵
隊
の
Ｈ
Ｉ
Ｍ
Ａ

Ｒ
Ｓ
に
よ
る
射
撃
が
行
わ
れ
、

目
標
情
報
の
共
有
や
連
携
要
領

の
確
認
を
行
い
ま
し
た
。
第
14

過
ご
し
ま
し
た
。
約
３
カ
月
間

の
訓
練
を
通
じ
て
、
強
靭
な
肉

体
と
不
撓
不
屈
の
精
神
を
養
っ

た
学
生
た
ち
は
、
自
信
と
誇
り

を
胸
に
、
８
月
２
日
、
そ
れ
ぞ

れ
の
部
隊
へ
帰
隊
し
ま
し
た
。

陸
自
第
２
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長
・
末
本
紀
彦
１
等
陸
佐
）

は
、
８
月
６
日
に
令
和
６
年
度

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
の
共
同

訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
災
害
発
生
時

に
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
緊
密

に
連
携
し
、
部
隊
行
動
を
円
滑

に
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

ま
た
、
こ
れ
に
併
せ
て
連
隊

全
体
で
出
動
準
備
訓
練
も
行
い
、

即
応
態
勢
の
向
上
を
図
り
ま
し

た
。
訓
練
で
は
、
新
潟
県
上
越

地
方
で
発
生
し
た
土
砂
崩
れ
と

車
両
の
立
ち
往
生
を
想
定
し
、

非
常
呼
集
・
緊
急
登
庁
後
に
部

隊
派
遣
準
備
を
実
施
。

派
遣
部
隊
は
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
職

員
の
誘
導
で
高
速
道
路
緊
急
開

口
部
か
ら
進
入
し
、
展
開
地
域

へ
前
進
し
ま
し
た
。
現
地
で
は

共
同
調
整
所
を
開
設
し
、
両
者

の
認
識
統
一
を
図
り
ま
し
た
。

ま
た
、
乗
員
救
助
や
道
路
段

差
の
復
旧
作
業
を
行
い
、
ド
ロ

ー
ン
や
ス
マ
ー
ト
テ
レ
キ
ャ
ス

タ
ー
を
活
用
し
て
多
角
的
に
被

害
状
況
を
確
認
し
ま
し
た
。

終
了
式
で
連
隊
長
は
「
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
東
日
本
と
の
連
携
を
強

化
し
、
将
来
に
備
え
て
迅
速
か

つ
的
確
な
災
害
対
応
を
行
う
」

と
述
べ
、
今
後
の
さ
ら
な
る
協

力
強
化
に
意
欲
を
示
し
ま
し
た
。

ＮＮ
ＥＥ
ＸＸ
ＣＣ
ＯＯ
東東
日日
本本
とと
災災
害害
対対
応応
でで
共共
同同
訓訓
練練

迅迅
速速
なな
対対
応応
をを
目目
指指
しし
、、
連連
携携
強強
化化

高 田
（新潟県）

車両を使用して段差復旧を確認

海
自
第
１
輸
送
隊
所
属
の
輸

送
艦
「
し
も
き
た
」
（
艦
長
・

寺
岡
寛
幸
２
等
海
佐
）
は
４
月

15
日
と
16
日
の
両
日
、
江
田
内

へ
入
港
し
、
第
1
術
科
学
校
の

教
育
参
考
館
に
て
研
修
し
ま
し

た
。こ

の
研
修
は
、
４
月
26
日
の

「
海
上
自
衛
隊
の
日
」
を
前
に
、

同
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
海
上

自
衛
隊
の
創
設
か
ら
現
在
ま
で

江田島
（広島県）

教育参考館に向かう研修者

の
活
動
を
学
ぶ
こ
と
を
目
的
と

し
て
お
り
、
参
加
者
は
先
人
の

功
績
や
現
代
の
活
動
へ
の
理
解

を
深
め
ま
し
た
。
研
修
に
は

「
し
も
き
た
」
乗
艦
の
陸
上
自

衛
官
も
参
加
し
「
平
和
を
願
う

先
人
の
思
い
を
改
め
て
心
に
刻

む
こ
と
が
で
き
た
」
と
い
う
感

想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
同
時
に
艦
内
見
学
会

が
行
わ
れ
、
江
田
島
市
職
員
や

第
１
術
科
学
校
・
幹
部
候
補
生

学
校
の
職
員
や
学
生
が
参
加
し

ま
し
た
。
特
に
江
田
島
市
長
を

は
じ
め
多
く
の
市
職
員
が
来
艦

し
「
輸
送
艦
の
重
要
な
役
割
が

理
解
で
き
た
」
と
の
声
が
あ
が

り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
お
よ
び
艦
内
見

学
会
を
通
じ
、
乗
員
の
知
識
が

深
ま
っ
た
だ
け
で
な
く
、
地
域

と
の
相
互
理
解
が
一
層
進
む
貴

重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

５
月
14
日
、
補
給
艦
「
は
ま

な
（
艦
長
・
堀
部
成
由
１
等
海

佐
〈
当
時
〉
）
」
は
空
自
那
覇

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
空
輸
隊
の
発
着

艦
訓
練
の
支
援
に
お
い
て
、
平

成
２
年
の
就
役
以
来
、
通
算
４

０
０
回
目
と
な
る
航
空
機
の
発

着
艦
を
達
成
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
３
月
14
日
に
は
、

就
役
か
ら
約
30
年
で
通
算
３
０

０
回
目
を
記
録
し
て
お
り
、
そ

の
後
の
約
２
年
２
カ
月
で
さ
ら

に
１
０
０
回
の
発
着
艦
訓
練
の

支
援
を
実
施
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す
。

こ
の
成
果
は
陸
自
や
空
自
へ

の
発
着
艦
訓
練
支
援
、
他
国
艦

艇
と
の
共
同
訓
練
の
増
加
に
よ

り
達
成
さ
れ
た
も
の
で
、
統
合

運
用
や
他
国
海
軍
と
の
共
同
が

ま
す
ま
す
重
要
視
さ
れ
て
い
る

現
状
を
反
映
し
て
い
ま
す
。

「
は
ま
な
」
は
航
空
機
を
搭

載
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も

航
空
安
全
を
最
優
先
に
、
任
務

の
遂
行
に
ま
い
進
し
て
い
く
と

し
て
い
ま
す
。

通通
算算
４４
００
００
回回
のの
航航
空空
機機
発発
着着
艦艦
をを
達達
成成

統統
合合
運運
用用
とと
国国
際際
共共
同同
訓訓
練練
をを
反反
映映

佐世保
（長崎県）

人文字で４００回の発着艦を記念

漢漢
字字
ああ
そそ
びび

第第
2211
回回

問
題
・
書
け
る
か
な
？

初初
級級

知知
らら
なな
いい
とと
ちち
ょょ
っっ
とと
恥恥
ずず
かか

しし
いい

・
貴
重
な
資
料
を
ハ
イ
シ
ャ
ク

す
る

・
要
望
に
コ
コ
ロ
ヨ
く
応
じ
る

中中
級級

意意
外外
とと
やや
っっ
かか
いい

・
ク
ト
ウ
テ
ン
に
注
意
し
て
文

書
を
書
く

・
弱
気
に
な
る
選
手
を
コ
ブ
激

励
し
た

上上
級級

自自
慢慢
でで
きき
るる
かか
なな
？？

・
大
学
教
授
と
し
て
の
キ
ョ
ウ

ジ
が
傷
つ
く

（
解
答
は
、
７
面
に
）

（
出
題
・
解
答
・L

U
C
K
Y

）

※
数
字：

頭
の
体
操
は
お
休
み

し
ま
す
。

8 1 ㎜迫撃砲の射撃要領を展示

輸輸
送送
艦艦
「「
しし
もも
きき
たた
」」
研研
修修
実実
施施

先先
人人
のの
活活
動動
をを
学学
びび
、、
地地
域域
とと
のの
交交
流流
をを
深深
化化

情
報
隊
の
ス
キ
ャ
ン
イ
ー
グ
ル

２
に
よ
る
目
標
捜
索
や
射
撃
効

果
の
収
集
・
提
供
な
ど
、
空
地

連
携
に
よ
る
円
滑
な
射
撃
も
実

現
し
ま
し
た
。
第
14

旅
団
は

「
オ
リ
エ
ン
ト
・
シ
ー
ル
ド
24
」

を
通
じ
て
、
日
米
間
の
強
固
な

連
携
を
築
く
と
と
も
に
、
訓
練

で
得
た
教
訓
を
今
後
の
任
務
に

活
か
し
て
い
き
ま
す
。

第
３
８
６
施
設
中
隊
（
中
隊

長
・
佐
藤
大
１
等
陸
尉
）
は
、

王
城
寺
原
演
習
場
に
お
い
て
６

月
３
日
か
ら
７
日
の
間
、
部
隊

改
編
の
た
め
最
後
と
な
る
中
隊

訓
練
検
閲
を
、
７
月
１
日
か
ら

５
日
の
間
、
同
じ
く
最
後
の
群

訓
練
検
閲
を
そ
れ
ぞ
れ
受
け
ま

し
た
。

船 岡
（宮城県）

佐
藤
中
隊
長
は
、
検
閲
に
向

け
「
ラ
ス
ト
ナ
イ
ト
、
ラ
ス
ト

フ
ァ
イ
ト
、
ラ
ス
ト
ラ
イ
ト
、

ラ
ス
ト
ブ
ラ
イ
ト
（
仲
間
と
の

最
後
の
夜
を
団
結
し
、
士
気
高

く
戦
い
、
基
本
を
徹
底
し
て
最

後
の
栄
光
を
獲
得
）
」
を
掲
げ
、

隊
員
た
ち
は
そ
の
意
志
を
胸
に

任
務
を
完
遂
し
ま
し
た
。

第
１
小
隊
（
小
隊
長
・
大
竹

２
等
陸
尉
）
は
、
第
４
地
対
艦

ミ
サ
イ
ル
連
隊
長
執
務
室
（
２
・

５
型
Ｌ
Ｐ
）
の
陣
地
構
築
支
援

を
担
当
。
降
雨
や
軟
弱
地
盤
な

ど
の
悪
条
件
の
中
、
被
支
援
部

隊
や
隣
接
部
隊
と
の
綿
密
な
調

整
を
行
い
、
簡
易
掩
蓋
掩
壕
を

え
ん
が
い
え
ん
ご
う

構
築
し
て
任
務
を
完
了
。
第
２

小
隊
（
小
隊
長
・
野
口
３
等
陸

尉
）
は
、
東
北
方
面
衛
生
隊
を

第第
３３
８８
６６
施施
設設
中中
隊隊
、、
最最
後後
のの
訓訓
練練
検検
閲閲
をを
完完
遂遂

「「
ララ
スス
トト
フフ
ァァ
イイ
トト
」」
でで
団団
結結
しし
任任
務務
遂遂
行行

直
接
支
援
し
、
各
指
揮
所
や
退

避
壕
の
構
築
に
従
事
。
特
に
野

外
病
院
の
掩
壕
構
築
で
は
、
衛

生
科
隊
員
と
協
力
し
、
正
確
か

つ
迅
速
に
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
中
隊
訓
練
検
閲
の

攻
撃
支
援
や
障
害
処
理
で
は
、

敵
の
攻
撃
方
向
を
誤
認
さ
せ
る

た
め
の
偽
投
射
や
デ
コ
イ
構
築

を
実
施
。
92
式
地
雷
原
処
理
弾

（
演
習
弾
）
を
用
い
て
見
事
な

ア
ー
チ
を
描
き
、
機
動
路
を
開

設
す
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

過
酷
な
状
況
の
中
、
隊
員
た
ち

は
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
、

最
後
の
訓
練
検
閲
を
「
ラ
ス
ト

ス
マ
イ
ル
」
で
締
め
く
く
り
ま

し
た
。

ラストスマイルで中隊集合写真

陸
自
第
２
師
団
（
師
団
長
・

井
土
川
一
友
陸
将
）
は
７
月
25

日
、
旭
川
駐
屯
地
で
「
令
和
６

年
度

新
隊
員
激
励
会
食
」
を

行
い
ま
し
た
。

こ
の
会
食
は
昨
年
度
か
ら
始

ま
り
、
北
海
道
外
出
身
の
隊
員

を
含
む
新
隊
員
の
地
域
定
着
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

も
関
係
自
治
体
や
自
衛
隊
協
力

会
、
各
部
隊
の
協
力
会
な
ど
、

多
数
の
方
々
が
参
加
し
ま
し
た
。

会
食
で
は
、
来
賓
や
先
輩
隊

員
か
ら
の
激
励
の
言
葉
が
贈
ら

れ
、
新
隊
員
た
ち
は
次
第
に
緊

張
が
ほ
ぐ
れ
、
笑
顔
も
見
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

後
半
で
は
、
新
隊
員
代
表
者

が
抱
負
を
述
べ
、
若
さ
と
元
気

に
溢
れ
た
個
性
的
な
発
表
が
続

き
、
会
場
全
体
が
笑
い
に
包
ま

れ
ま
し
た
。
最
後
に
は
、
新
隊

員
32
人
全
員
が
晴
れ
や
か
な
表

情
で
会
場
を
あ
と
に
し
ま
し
た
。

抱負を述べる新隊員代表者

第第
２２
師師
団団

新新
隊隊
員員
激激
励励
会会
食食
をを
実実
施施

道道
内内
外外
出出
身身
新新
隊隊
員員
のの
地地
域域
定定
着着
をを
目目
指指
すす

旭 川
（北海道）

陸
自
第
４
普
通
科
連
隊
（
連

隊
長
・
小
林
憲
正
１
等
陸
佐
）

は
、
７
月
29
日
に
帯
広
駐
屯
地

で
令
和
６
年
度
第
５
旅
団
レ
ン

ジ
ャ
ー
養
成
集
合
教
育
の
最
終

想
定
を
終
了
し
「
第
５
旅
団
レ

ン
ジ
ャ
ー
帰
還
式
」
を
実
施
し

ま
し
た
。
こ
の
教
育
は
、
５
月

５
日
か
ら
始
ま
り
、
約
３
カ
月

に
わ
た
る
過
酷
な
訓
練
を
経
た

学
生
17
人
が
全
任
務
を
完
遂
し
、

ご
家
族
や
同
僚
隊
員
に
迎
え
ら

れ
な
が
ら
帯
広
駐
屯
地
に
帰
還

し
ま
し
た
。

こ
の
最
終
想
定
は
、
遊
撃
行

動
を
通
じ
て
困
難
な
状
況
を
克

服
し
、
任
務
を
遂
行
す
る
能
力

と
精
神
力
を
養
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
訓
練
を
乗
り

越
え
た
学
生
た
ち
は
、
第
５
旅

団
長
・
鳥
海
誠
司
陸
将
補
か
ら

一
人
一
人
に
労
い
の
言
葉
を
か

け
ら
れ
、
レ
ン
ジ
ャ
ー
き
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
た
ち

は
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

と
、
自
信
と
誇
り
に
満
ち
た
表

情
で
応
え
ま
し
た
。

続
い
て
行
わ
れ
た
ご
家
族
と

の
会
食
で
は
、
久
し
ぶ
り
の
再

会
を
喜
び
、
和
や
か
な
時
間
を

レレ
ンン
ジジ
ャャ
ーー
帰帰
還還
式式
、、
過過
酷酷
なな
訓訓
練練
をを
完完
遂遂

３３
カカ
月月
のの
挑挑
戦戦
をを
経経
てて
部部
隊隊
へへ
帰帰
還還

帯 広
（北海道）

出迎えの花道を進むレンジャー隊員

陸
自
福
知
山
駐
屯
地
（
司
令
・

佐
藤
教
人
１
等
陸
佐
）
は
、
７

月
21

日
に
京
都
府
宮
津
市
で

「
募
集
広
報
の
日
」
を
行
い
ま

し
た
。
こ
の
募
集
活
動
は
、
宮

津
市
制
施
行
70
周
年
を
記
念
し

て
行
わ
れ
た
「
海
の
京
都
に
ぎ

わ
い
フ
ェ
ス
タ
」
の
一
環
と
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
最
大
の
見
ど
こ

ろ
は
、
日
本
三
景
の
日
に
行
わ

れ
た
「
天
橋
立
」
上
空
で
の
ブ

ル
ー
イ
ン
パ
ル
ス
に
よ
る
展
示

飛
行
で
し
た
。
来
場
者
が
一
斉

に
空
を
見
上
げ
る
中
、
編
隊
を

福知山
（京都府）

組
ん
だ
６
機
の
ブ
ル
ー
イ
ン
パ

ル
ス
が
見
事
な
フ
ォ
ー
メ
ー
シ

ョ
ン
を
披
露
、
宮
津
市
の
市
制

70
周
年
を
盛
大
に
祝
い
ま
し
た
。

メ
イ
ン
会
場
で
は
陸
・
海
・

空
自
衛
隊
が
そ
れ
ぞ
れ
ブ
ー
ス

を
開
設
し
、
福
知
山
駐
屯
地
か

ら
は
各
部
隊
の
装
備
車
両
展
示

や
酒
呑
鬼
太
鼓
に
よ
る
太
鼓
演

武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
若
年
層
向
け
の
ア
ン

ケ
ー
ト
実
施
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
缶

バ
ッ
ジ
の
配
布
な
ど
を
通
じ
て
、

福
知
山
駐
屯
地
の
魅
力
を
広
く

伝
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
特
に

若
年
層
に
自
衛
隊
の
魅
力
を
知

っ
て
も
ら
う
良
い
機
会
と
な
り
、

募
集
活
動
に
も
大
き
く
貢
献
し

宮宮
津津
市市
でで
自自
衛衛
隊隊
募募
集集
広広
報報
イイ
ベベ
ンン
トト
開開
催催

市市
制制
7700
周周
年年
記記
念念
、、
ブブ
ルル
ーー
イイ
ンン
パパ
ルル
スス
展展
示示
飛飛
行行
もも

ま
し
た
。
駐
屯
地
と
宮
津
市
は

連
隊
の
災
害
派
遣
隊
区
で
、
こ

の
美
し
い
景
観
と
市
民
を
守
る

た
め
、
良
好
な
関
係
の
維
持
に

努
め
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

陸
自
第
１
０
５
施
設
器
材
隊

（
隊
長
・
髙
島
２
等
陸
佐
）
は

６
月
28
日
か
ら
７
月
５
日
の
間
、

南
恵
庭
駐
屯
地
、
岩
見
沢
駐
屯

地
、
札
幌
駐
屯
地
、
北
海
道
大

演
習
場
恵
庭
・
東
千
歳
地
区
な

ど
、
北
海
道
内
の
各
地
で
訓
練

検
閲
を
受
け
ま
し
た
。

南恵庭
（北海道）

コンクリート打設（南恵庭）

６
月
28
日
、
海
幕
募
集
推
進

室
は
海
幕
防
衛
課
の
木
下
1
海

佐
と
連
携
し
、
慶
應
義
塾
大
学

法
学
部
（
安
田
教
授
）
の
ゼ
ミ

に
て
、
海
洋
安
全
保
障
に
関
す

る
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
講
義
は
、
木
下
１
佐
が

同
大
学
の
安
田
ゼ
ミ
出
身
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
恩
師
と
の
つ
な

が
り
を
活
用
し
て
実
現
し
た
も

の
で
、
海
洋
人
材
の
確
保
・
育

成
に
向
け
た
連
携
強
化
の
一
環

と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
安
田
教
授
を
含
め
、

約
20
人
の
学
生
が
参
加
。
木
下

１
佐
は
、
自
身
の
経
歴
や
体
験

を
交
え
「
海
上
自
衛
隊
に
つ
い

て
」
を
テ
ー
マ
に
、
海
洋
防
衛

力
の
役
割
や
現
在
の
安
全
保
障

環
境
、
海
上
自
衛
隊
の
展
望
に

つ
い
て
講
義
を
行
い
ま
し
た
。

学
生
た
ち
は
、
日
頃
の
ゼ
ミ

で
学
ん
で
い
る
安
全
保
障
の
テ

ー
マ
に
関
連
性
が
深
い
内
容
、

特
に
、
木
下
１
佐
の
海
外
勤
務

経
験
や
米
海
軍
大
学
で
の
留
学

に
対
す
る
質
問
が
多
く
、
海
外

で
の
活
動
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

質
疑
応
答
で
は
、
遠
泳
訓
練

や
護
衛
艦
の
省
人
化
に
よ
る
隊

員
の
負
担
な
ど
、
具
体
的
で
鋭

い
質
問
が
飛
び
交
い
、
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

講
義
は
、
海
洋
安
全
保
障
や
海

上
自
衛
隊
に
対
す
る
学
生
の
理

解
と
関
心
を
深
め
る
重
要
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

海
幕
募
集
推
進
室
は
「
Ｏ
Ｂ

自
衛
官
が
自
身
の
経
験
を
基
に
、

後
輩
た
ち
に
海
洋
安
全
保
障
や

海
上
自
衛
隊
の
仕
事
に
つ
い
て

語
る
こ
と
は
、
情
報
伝
達
が
難

し
い
現
代
に
お
い
て
非
常
に
効

果
的
な
手
法
で
あ
る
」
と
評
価
。

今
後
も
若
者
が
多
く
在
籍
す

る
教
育
機
関
と
の
連
携
を
強
化

し
、
海
洋
安
全
保
障
の
重
要
性

や
海
上
自
衛
隊
の
魅
力
を
広
く

Ｐ
Ｒ
し
て
い
く
方
針
を
示
し
ま

し
た
。

慶慶
應應
義義
塾塾
大大
学学
でで
海海
自自
ゲゲ
スス
トト
スス
ピピ
ーー
カカ
ーー
講講
義義

学学
生生
とと
議議
論論
をを
深深
めめ
、、
海海
自自
へへ
のの
関関
心心
をを
促促
進進

講義の様子

市ヶ谷
（東京都）

今
回
の
訓
練
検
閲
に
備
え
、

年
度
当
初
か
ら
３
次
に
わ
た
る

隊
集
中
野
営
訓
練
が
行
わ
れ
、

欺
騙
お
よ
び
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル

ぎ

へ

ん

化
推
進
）
化
を
反
映
し
た
離
合

集
散
型
の
行
進
、
薄
暮
時
の
集

結
地
の
占
領
、
機
動
指
揮
所
の

分
散
運
用
な
ど
、
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
（
耐
性
向
上
）
を
強
化
す
る

訓
練
が
繰
り
返
さ
れ
ま
し
た
。

検
閲
の
課
題
は
「
方
面
隊
の

全
般
支
援
に
任
ず
る
施
設
器
材

隊
の
行
動
」
で
あ
り
、
隊
長
は

「
敵
を
意
識
し
て
行
動
せ
よ
」

「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
と
し

て
任
務
を
完
遂
せ
よ
」
「
安
全

管
理
の
徹
底
」
を
隊
員
に
指
示

し
ま
し
た
。

訓
練
検
閲
で
は
、
第
３
施
設

団
か
ら
13
の
任
務
が
付
与
さ
れ

ま
し
た
。
猛
暑
が
続
く
中
、
隊

員
た
ち
は
２
・
５
型
Ｌ
Ｐ
指
揮

所
用
掩
蓋
掩
壕
の
構
築
、
対
空

挺
・
ヘ
リ
ボ
ン
障
害
の
設
置
、

徒
橋
や
重
門
橋
の
架
設
、
滑
走

路
や
主
要
補
給
幹
線
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
打
設
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト

舗
装
な
ど
多
岐
に
わ
た
る
任
務

を
着
実
に
遂
行
。
捕
虜
収
容
所

の
修
繕
や
主
要
補
給
幹
線
復
旧

の
た
め
の
砕
石
敷
き
均
し
作
業

な
ら

も
完
了
し
ま
し
た
。

隊
員
た
ち
は
一
連
の
任
務
を

無
事
完
遂
し
、
今
後
も
本
検
閲

で
得
た
成
果
を
基
に
、
欺
騙
や

Ｄ
Ｘ
化
を
推
進
し
つ
つ
、
強
靭

な
施
設
器
材
隊
の
育
成
に
力
を

入
れ
て
い
く
方
針
で
す
。

訓訓
練練
検検
閲閲
実実
施施
――
多多
岐岐
にに
わわ
たた
るる
任任
務務
をを
完完
遂遂

レレ
ジジ
リリ
エエ
ンン
スス
強強
化化
とと
ＤＤ
ＸＸ
化化
をを
推推
進進

アスファルト舗装（札幌)

７
月
20
日
、
陸
自
第
１
０
１

不
発
弾
処
理
隊
（
隊
長
・
岩
瀬

亘
２
等
陸
佐
）
は
那
覇
市
内
で

発
見
さ
れ
た
米
国
製
５
イ
ン
チ

艦
砲
弾
を
安
全
に
処
理
し
ま
し

た
。
発
見
場
所
は
市
街
地
の
近

く
で
あ
っ
た
た
め
、
処
理
に
は

耐
爆
容
器
が
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

現
場
か
ら
半
径
25
㍍
以
内
の
住

民
に
避
難
を
お
願
い
し
、
避
難

範
囲
を
最
小
限
に
抑
え
る
工
夫

那 覇
（沖縄県）

耐爆容器を使用し不発弾処理中の隊員

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
で
不
発
弾
処
理
の
通
算

処
理
件
数
は
３
９
９
５
２
件
と

な
り
、
４
万
件
達
成
ま
で
残
り

48
件
で
す
。

第
15
旅
団
は
今
後
も
沖
縄
県

の
安
全
と
安
心
の
た
め
に
尽
力

し
て
い
く
と
し
て
い
ま
す
。

那那
覇覇
市市
でで
不不
発発
弾弾
処処
理理
――
住住
民民
のの
安安
全全
確確
保保
をを
最最
優優
先先
にに

不不
発発
弾弾
処処
理理
、、
通通
算算
４４
万万
件件
まま
でで
残残
りり
4488
件件

陸
自
第
１
師
団
（
師
団
長
・

兒
玉
恭
幸
陸
将
〈
当
時
〉
）
は

５
月
８
日
か
ら
７
月
２
日
の
間
、

首
都
機
能
の
維
持
を
目
的
と
し

た
第
１
次
師
団
演
習
を
実
施
し

ま
し
た
。
約
２
カ
月
に
わ
た
り
、

駐
屯
地
の
警
備
や
給
水
支
援
、

テ
ロ
対
策
、
放
射
線
被
ば
く
対

応
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
訓
練

を
実
施
し
、
関
係
機
関
と
の
連

携
強
化
を
図
り
ま
し
た
。

６
月
19
日
、
駐
屯
地
給
水
施

設
の
故
障
を
想
定
し
、
第
１
後

方
支
援
連
隊
が
給
水
支
援
を
行

い
ま
し
た
。
光
が
丘
公
園
の
災

害
給
水
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

迅
速
に
水
質
検
査
と
給
水
支
援

を
行
い
ま
し
た
。

６
月
24
日
、
埼
玉
県
春
日
部

練 馬
（東京都）

首首
都都
防防
衛衛
能能
力力
をを
強強
化化
すす
るる
第第
11
次次
師師
団団
演演
習習

多多
岐岐
にに
わわ
たた
るる
任任
務務
でで
関関
係係
機機
関関
とと
連連
携携

市
の
首
都
圏
外
郭
放
水
路
で
実

施
さ
れ
た
テ
ロ
対
策
訓
練
で
は
、

不
審
者
が
人
質
を
取
っ
て
逃
走

し
た
状
況
を
想
定
。
第
34
普
通

科
連
隊
を
主
力
と
し
た
部
隊
が

速
や
か
に
情
報
を
収
集
。
関
係

機
関
と
連
携
し
て
安
全
に
制
圧
、

人
質
を
無
事
確
保
し
ま
し
た
。

６
月
28
日
に
は
、
放
射
線
被

ば
く
対
処
訓
練
を
実
施
。
不
時

着
し
た
ド
ロ
ー
ン
が
爆
発
し
放

射
性
物
質
を
拡
散
し
た
と
い
う

想
定
で
、
第
1
特
殊
武
器
防
護

隊
と
第
１
２
６
地
区
警
務
隊
が

迅
速
に
対
応
。
汚
染
地
域
で
の

放
射
線
測
定
や
被
ば
く
し
た
隊

員
の
救
護
が
円
滑
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
隊
員
は
放
射
線
医
学
総

合
研
究
所
（
放
医
研
）
に
搬
送

さ
れ
、
迅
速
な
診
断
と
治
療
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
訓
練
を
通
じ
て
、

師
団
は
首
都
防
衛
に
必
要
な
作

戦
能
力
を
高
め
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
強
化
し
ま
し
た
。

首都圏外郭放水路でのテロ対策訓練

天橋立にブルーインパルスがやってきた！

装備品展示

空
自
第
７
航
空
団
は
６
月
24

日
と
25
日
の
両
日
、
空
士
隊
員

約
20
人
を
対
象
に
部
隊
研
修
を

行
い
ま
し
た
。
研
修
に
は
団
先

任
お
よ
び
各
群
准
曹
士
先
任
が

引
率
し
、
隊
員
の
任
務
理
解
を

深
め
る
と
と
も
に
、
勤
務
意
欲

の
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

期
間
中
、
隊
員
た
ち
は
司
令

部
お
よ
び
整
備
補
給
群
、
基
地

業
務
群
、
飛
行
群
の
各
部
隊
を

見
学
し
、
自
分
の
職
場
と
は
異

な
る
部
隊
の
任
務
に
強
い
関
心

を
示
し
て
い
ま
し
た
。

各
部
隊
を
巡
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
や
基
地
全
体

と
し
て
の
重
要
性
を
学
び
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
隊
員
た
ち

は
自
分
の
業
務
が
組
織
内
で
ど

の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
他

部
隊
の
任
務
と
ど
う
連
携
し
て

い
る
か
を
考
え
る
良
い
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

今
回
の
研
修
を
通
じ
、
隊
員

た
ち
は
自
衛
官
と
し
て
の
自
覚

を
再
確
認
し
、
異
な
る
職
種
間

で
の
協
力
が
任
務
達
成
に
不
可

欠
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
ま
し

た
。
ま
た
、
自
ら
が
組
織
の
貴

重
な
戦
力
で
あ
る
こ
と
を
改
め

て
認
識
し
ま
し
た
。

第第
７７
航航
空空
団団
、、
空空
士士
隊隊
員員
部部
隊隊
研研
修修
実実
施施

任任
務務
理理
解解
をを
深深
めめ
、、
意意
識識
向向
上上
をを
図図
るる

百 里
（茨城県）

異なる職種間協力の必要性を理解


